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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 















転移および SREのパターンに明らかな差は認めなかった。骨転移から最初の SREまでの中央値は 5.8
ヶ月で、EGFR遺伝子変異の有無は多変量解析では有意でなかった(p=0.19)が、EGFR-tyrosine kinase 






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 












の有無で骨転移および SRE のパターンに明らかな差は認めなかった。骨転移から最初の SREまでの中
央値は 5.8ヶ月で、EGFR遺伝子変異の有無は多変量解析では有意でなかった(p=0.19)。EGFR-tyrosine 
kinase inhibitor (TKI)の治療群が非治療群に比べ (14.2 ヶ月 vs. 1.3 ヶ月, p<0.0001)、また PS 
0-1 群が PS2-3群に比べ(8.5ヶ月 vs. 0.9 ヶ月, p=0.0023) 骨転移から最初の SREまでの期間が
有意に長かった。 
 これらの結果から本研究では、骨転移および SREにおける内容と頻度は EGFR 遺伝子変異の有無で
変わらないこと、さらに、PS良好、EGFR-TKI治療歴が SRE発現を遅らせる可能性を示唆している。 
 以上のことから、本研究は今後の EGFR遺伝子変異を有する非小細胞肺癌患者における骨転移と SRE
発症の改善や予防法の確立に貢献すると考えられる。したがって、本研究は博士（医学）の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
